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条桑育用飼育枠およびその
多段式装置について

田中茂光

　近年軽盤O型鋼を主に用いた，養蚕用簡易ハウスが普及されつつあって，属宅内養蚕からの解

放が逐次waしている．そして今後は、これに多少の設備繍島その備餉艮せることが

望熱ている．そこで当農場では次のような飼育枠鳳びその多段式雛を簡易　ウ納に継

入れ，爽用試験を行っfcのでここに招介する。
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条桑用飼育粋の構造
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条桑育用飼育鞭よびその多段式装置の特長

ω枠によって観の散逸を防ぎ，給桑作業が極めて鞭にできる・

（2）waが翻であるため，締動細を防ぎ練麟甑ずることができる・（従来の‘’v

　5圃給与を2回位に）。

（3）飼育枠は底部開放するので，随時除沙が可能である。

（、）鹸臓を・の榊で行う・とができ，上鰹や錨等が全く不用である・従・て上族時の

　ド喋ピークを解消できる・

（・）多段式によ。て設備勲よび場所の経済性騙め・篠臣離を半減する・

⑥繊置鷹る鮪は，鈴よ瞳施できる・但し・榊㈱麻温曝内で積樋ね式にする・

（，〉肚によ。て鮪総勤雌来の壱以下で励る・従・て儲規模蹴大澗能となる・

⑧　本装概は現在普及している養蚕用簡易ハウスに直ちに組み入れられる。

⑨欄は鰻鉄パイプが主で薩1更麗牢で耐肺゜年以上である・

（、。）収容量は、枠障・嶺・礪以上，蛉魏万頭・吟蚕・禰（掃立卵量2・5　9　ti）

　　を収容できる。
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